
外交
Diplomacy

6	

不
透
明
感
強
め
た「
ト
ラ
ン
プ
流
」 

原
田
憲
一（
時
事
通
信
）

9	

プ
ー
チ
ン
は
成
果
を「
半
分
」手
に
し
た 

駒
木
明
義（
朝
日
新
聞
）

	

ユ
ー
ラ
シ
ア 

連
動
す
る
３
戦
争
の
ゆ
く
え

12	

グ
ロ
ー
バ
ル・サ
ウ
ス
か
ら
見
た
戦
争
と
秩
序 

川
島
真（
東
京
大
学
）

20	

フ
ラ
ン
ス
対
米「
自
律
」論
と
欧
州 

合
六
強（
二
松
学
舎
大
学
）

	

座
談
会
◦
伊
藤
融（
防
衛
大
学
校
）×
江
﨑
智
絵（
防
衛
大
学
校
）×
湯
浅
剛（
上
智
大
学
）

	

現
代
戦
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

40	

イ
ラ
ン・
ガ
ザ
へ
の
武
力
行
使
で
揺
ら
ぐ「
法
の
支
配
」 

浅
田
正
彦（
同
志
社
大
学
）

48	

イ
ラ
ン
革
命
体
制
は「
12
日
間
戦
争
」で
動
揺
す
る
か 

坂
梨
祥（
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
）

54	

地
域
大
国
ト
ル
コ
と
新
中
東
秩
序 

今
井
宏
平（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

60	

中
国
が
突
き
進
む「
智
能
化
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
」 
山
口
信
治（
防
衛
研
究
所
）

66	

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
見
た
印
パ「
4
日
間
戦
争
」 

栗
田
真
広（
中
京
大
学
）

72	

地
政
学
に
揺
れ
る
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢 

小
山
堅（
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
）

78	

ド
ロ
ー
ン
兵
器
が
変
え
た
戦
争 

古
谷
知
之（
慶
應
義
塾
大
学
）

86	

国
連
80
年 

多
国
間
協
力
の
危
機
の
時
代
に 

山
田
哲
也（
南
山
大
学
）

28

特
別

企
画

ウ
ク
ラ
イ
ナ
和
平
は

動
き
始
め
る
の
か

連
載

　

　

19	

外
務
省
だ
よ
り

85	

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

144	

書
評
　
藤
田
直
央
著『
極
秘
文
書
が
明
か
す
戦
後
日
本
外
交
』

	
	

評
者
・
若
月
秀
和（
北
海
学
園
大
学
）

148	

新
刊
案
内

150	

英
文
目
次

153	

I
N
&
O
U
T

92	

ト
ラ
ン
プ
２・０ 

Ｅ
Ｕ
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
連
携
の
可
能
性 

田
村
暁
彦（
経
済
産
業
研
究
所
）

	

認
知
戦
時
代
の
パ
ブ
リ
ッ
ク・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー 

石
井
秀
明（
外
務
省
）

106	

Ａ
Ｉ
で
変
わ
る
ボ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
工
作 

小
林
啓
倫（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

112	

日
本
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
文
化
外
交 

中
村
仁（
跡
見
学
園
女
子
大
学
）

100

FOCUS
認知戦と 
広報文化外交
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今月の表紙
8月18日、ホワイトハウス
でゼレンスキー・ウクライナ
大統領（右）を迎えるトラン
プ米大統領� （EPA=時事）

特
集

118	

東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
強
靱
さ
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚

	

地
経
学
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ 

第
２
回
⚫
木
村
福
成（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
長
）×
鈴
木
一
人（
東
京
大
学
）

126	

タ
イ・カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
紛
争 

そ
の
歴
史
的
起
源
と
国
内
政
治
の
力
学 

青
木（
岡
部
）ま
き（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

132	

ア
フ
リ
カ
の
変
化
と
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９ 

阿
久
津
謙
太
郎（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
緒
方
研
究
所
）

138	

地
政
学
的
競
争
強
ま
る
北
極 

山
野
内
勘
二（
駐
カ
ナ
ダ
大
使
）

TREND 2025


